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2025年３月期 第2四半期 業績ハイライト（単体）
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● 預金残高対前年同期比1,318億円増加  貸出金残高対前年同期比1,083億円増加

● 預金残高、貸出金残高ともに 過去最高を更新

● 中間純利益は対前年同期比 ３億円増加 ３期連続過去最高益を更新

2025年3月期 第2四半期 業績ハイライト（単体）
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預金・貸出金残高推移 ～ 目標残高突破後もさらに伸長！！
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● 預金残高は、主力商品「年金定期預金」「ACT SAIKYO応援定期預金」が大変ご好評いた
だき、前年同期比1,318億円増加。過去最高を更新。

● 貸出金残高は、引き続き、地元事業者さま向けの貸出や、個人のお客さまからの住宅取得ニ
ーズに積極的に対応した結果、前年同期比1,08３億円増加。過去最高を更新。

● 預貸金ともに前期、中期経営計画３年目（最終年度）の目標を1年前倒して達成。目標残高
突破後もさらに伸長！！
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地元預金割合
（山口・広島・福岡）

94％

その他 1.8倍
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預金増加額の内訳 貸出金増加額の内訳

● 地元（山口・広島・福岡）のお客さまからお預かりしたご預金を、資金を必要とされる地元
事業者さまや個人のお客さまにお使いいただく『資金の地域内循環』を推進。

● この１０年、預金・貸出金ともに、個人・法人のお客さま、地方公共団体さま等、地元のあ
らゆるお客さまからご支持により、それぞれ残高は倍増以上。トータル残高はともにおよそ
1兆円増加。

（参考）地域に根差した活動 ～ 資金の地域内循環

地元貸出金割合
（山口・広島・福岡）
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経常収益・経常利益・当期純利益
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● 引き続き地元向けの積極的な貸出推進や、インカム重視の有価証券運用等により、
３期連続の増収。

● 増収効果に加え、中期経営計画に基づく営業店業務の集中化・効率化による業務改革の
継続により、経常利益、当期純利益ともに ３期連続で過去最高益を更新。

2022/9期 2023/9期 2024/9期 前年比

15,005 16,952 18,146 1,194

4,375 5,013 5,471 457

3,121 3,403 3,705 302

経常収益

経常利益

当期純利益



有価証券運用の状況
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● 国内外の金利政策見直し等により、期中、債券を中心に評価損に転じる局面もあったが、外
国債券59億円売却（売却損▲4.2億円）、日本国債200億円売却（売却損▲1.8億円）等果
敢な損失処理を実施した結果、有価証券評価損益は引き続きプラス圏を維持。

● 有価証券運用は債券を中心に安全性を重視する一方、金利変動リスクに備えて、修正デュレ
ーションの短期化に努める。

2023年/3期 2024年/3期 2024年/9期

＊修正デュレーションとは、デュレーション（債券に投資した資金の平均回収期間）を債券の利回りで除した期間を表
し、金利が変動した場合に債券価格がどの程度変化するかを示すリスク管理上の指標のこと。

有価証券残高および評価損益

修正デュレーション*（国内債券）

3.2年3.8年5.2年

（評価損益）
億円

（残高）
億円
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● 県内の景気は、全体的に緩やかな回復傾向にあるものの、物価・資源価格の動向、賃金・価
格設定行動等も含めた金融市場の動向を引き続き注視することが必要な情勢。

● こうした環境下、当行では、コロナ融資利用先を中心とした伴走型金融支援や小口分散を意
識した融資運営により、不良債権比率は引き続き低水準を維持。

● 予防的な貸倒引当て等による十分な保全を講じることで、地域金融機関として今後も積極的
なサポートを継続する。

不良債権額・不良債権比率の推移
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地域課題の解決に向けた取り組み
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預金口座サービスの差別化 ～ 西京銀行の口座はお得！！

⚫ 預金残高２兆円達成を記念して、当行主力商品の｢年金定期預金｣、｢ACT SAIKYO応援定
期預金｣の金利上乗せキャンペーンによる特別金利を提供。

⚫ コンビニATM等のATM利用手数料は、衝撃の０円！

⚫ さらに、インターネットバンキング、給与振込、年金受取、住宅ローン等のお取引があれば
ＡＴＭ時間外手数料も０円に！

圧倒的な高金利商品の販売 お得な優遇特典の提供
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預金口座サービスの差別化 ～ 地域に選ばれる口座に！！

⚫ 地域のお客さまから選ばれる、魅力ある口座を提供するために、預金口座サービスのさらな
る充実を図る。

⚫ お取引が気軽に簡単にできる「スマホバンキング」の全面刷新に着手し、2026年春頃にサ
ービス開始予定。

⚫ 今後、自治体が発行する地域振興券の電子化、地域の加盟店で利用できるQRコード決済ア
プリ「さいきょうペイ（仮称）」や大手QRコード決済事業者との口座チャージサービス等
を順次展開していく予定。

「スマホバンキング」全面刷新 「さいきょうペイ(仮称)」でかんたん決済

✻ 機能充実！来店不要で銀行取引が便利に快適に！

     ① 保有する定期預金全ての明細の確認、解約

  ② 口座引落予定通知、残高不足通知

③ ローンの契約内容、返済予定の照会など

✻ キャッシュレス決済アプリを導入し、地域振興券
電子化等によるペーパレスも推進！

✻ 多様な決済手段の提供、デジタル活用による地域
振興券の利用促進などを図り、地域活性化をサポ
ート。
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地域の利便性向上 ～ コンサル店舗がさらに充実！！

⚫ 2024年4月、県内全店舗がカウンターレスのコンサル店舗にリニューアル！

⚫ 店内入口に、受付発券機およびロビーマネージャーを配置し、来店されたお客さま一人ひと
りを順番に受付し、ご用件をお伺いするなど、これまで以上にお客さまとのコミュニケーシ
ョンを重視した店舗運営に。

⚫ お待ちのお客さま人数などをお知らせする大型モニターを導入し、混み合う店内でもお客さ
まをストレスなくスムーズにご案内。

画面タッチで
受付完了♪

大型モニターで
呼出順･お待ちの人
数をお知らせ♪

ご用件をお伺いし、
席までご案内♪
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地域の利便性向上 ～ お客さまに寄り添ったコンサル提供！

⚫ ご来店のお客さまに自由にお飲みいただける無料のドリンクサーバーを設置し、ゆったりと
したカフェ風のスペースで、お客さまの隣で、お金にかかわる様々なコンサルを実施。

ドリンクを飲みなが
らゆったりできる
フリースペース♪

お金にかかわる相談を
お受けするコンサル
スペース♪

お客さまに寄り添った
伴走型コンサル提供♪



⚫ 地元事業者さまの人手不足解消に向け、インドネシア政府認定人財送り出し機関｢OSセル
ナジャヤ｣・｢World HORENSO｣とその連携先の｢職業専門高校ミトラインダストリSMK
（以下：職業専門高校｣と業務提携を締結。インドネシア人財の採用ニーズのある地元事業
者7社との現地視察を実施。

⚫ インドネシア人財とのマッチングにより、深刻化する地元事業者の人手不足の解消に取り
組む。

⚫ 2025年1月に第2回インドネシアセミナー開催決定！！テーマは「インドネシア人財の活
用」。（前回は115社、300名超が参加）
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地域の課題解決 ～ 地元事業者さまの人財不足をサポート

現地での業務提携締結式の様子 現地視察ツアーの様子

✻ 政府認定人財送り出し機関等を訪問し、各専
門分野の実践的なトレーニングを見学。

✻ 当行現地ネットワークを活用し、インドネシ
アの経済状況や投資環境に関する生の情報を
提供。

OSセルナジャヤとの調印式

World HORENSOと職業専門高校との締結式



⚫ 当行の経営基盤である山口県の求人・求職者数の状況は、2024 年 4 月末の求人数3.2万
人に対し、求職者数1.9 万人。求人・求職ギャップは▲1.3 万人。

⚫ 近年、県内においても外国人労働者の需要は増しており、昨年の外国人を雇用している県内
事業所数は約２千社、外国人労働者数は１万人を突破し、ともに過去最高。

⚫ 特に、当行が県内事業者の成長市場として着目するインドネシアでは若者の就職難が社会問
題化しており、山口県内でもインドネシア人特定技能、技能実習生が増加している。

⚫ 山口県の昨年の国籍別外国人労働者の増加数では、インドネシア人が 557人増加(労働者数
1,110 人)と最多。
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（参考）なぜ、インドネシア人財なのか？

インドネシア

ベトナム

中国フィリピン

ネパール

その他

外国人労働者数
10,931人
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山口県の外国人労働者数と雇用事業所数 山口県の国籍別外国人労働者の割合

出典：厚生労働省山口労働局｢外国人雇用状況」の届出状況のまとめ（令和5年10月末）
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地域の課題解決 ～ 中森農産との資本業務提携

中森農産との資本業務提携

平均年齢
71歳

後継者不在率
77%

山口県の農業事業者と耕地面積の推移

⚫ 山口県農業は、高齢化・後継者不在を背景に、耕地面積、農業従事者は急減。これらの農
業課題解決のため、新たに農業分野のコンサルティングに着手。

⚫ その一環として、後継者不在農地の担い手確保を目的に、農地の大規模化を目指す農業法
人「中森農産株式会社」と資本業務提携を締結。

⚫ 今後、同社と連携し、農地承継課題の解決、有機栽培を活用した付加価値向上をテーマと
した共同セミナーの開催などにより取り組みを強化する。

社　名  中森農産株式会社（埼玉県加須市）

概　要
 取扱品目：米、麦、大豆、そば、子実コーン
 作付面積：300ha（うち有機JAS認定農地40ha）
 従業員数：20名（平均年齢29歳）

特　徴
 ・有機栽培による高付加価値穀物の生産
 ・海外への輸出販路を確保
 ・AI、ビッグデータを活用した生産工程の最適化
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地域活性化への貢献 ～ S/Jリーグ2024優勝に向けて

チケット
好評発売中♪

山口大会スケジュール

⚫ 今年度S/Jリーグ2024開幕戦は、山口県で初開催！

（開催日：11/2(土)・11/3(日) 場所：＜山口市＞維新大晃アリーナ）

⚫ 国内最高峰のS/Jリーグに所属する12チームが集結し、2日間熱戦を繰り広げるビッグイ
ベント！今夏のパリオリンピックで活躍した選手も参戦予定。

⚫ ACT SAIKYOは、期待の新人が加入しさらにレベルアップ！目標はリーグ優勝！！


	スライド 0
	スライド 1: 2025年３月期 第2四半期 業績ハイライト（単体）
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16

